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本
会
議
委
員
会

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を

ま
す
。

本
会
議・委
員
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
映
を
行
っ
て
い
ま
す
。

令和６年（２０２4年）7月３０日

　
小
野
寺
ま
な
ぶ
（
公
明
党
）

　
問　

充
電
式
家
電
の
収
集
に
つ

い
て
問
う
。

　
榎
本
副
市
長
　
分
別
の
協
力
を

得
ら
れ
る
よ
う
、
充
電
式
電
池
を

取
り
外
す
こ
と
が
で
き
な
い
、
電

動
歯
ブ
ラ
シ
な
ど
の
充
電
式
家
電

に
つ
い
て
、
新
た
な
収
集
方
法
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
問　

耳
が
聞
こ
え
に
く
い
高
齢

者
や
難
聴
者
と
の
円
滑
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
加
齢
性
難
聴
の

早
期
発
見
・
早
期
対
応
が
大
事
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
議
員
ご

指
摘
の
と
お
り
、
高
齢
者
自
身
が

難
聴
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
と
い

う
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問　

Ｎ
ａ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
Ｆ
ａ
ｃ
ｔ

ｏ
ｒ
ｙ
東
京
町
田
の
新
た
な
事
業

に
つ
い
て
問
う
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
の
幅
広
い
世
代
を
対

象
に
、
１
泊
２
日
の
親
子
で
防
災

キ
ャ
ン
プ
な
ど
を
実
施
し
、
利
用

者
の
増
加
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

ご
み
分
別
／
軟
骨 

伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
を

業
施
設
に
再
整
備
す
る
と
Ｕ
Ｒ
都

市
機
構
か
ら
は
伺
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
賃
貸
施
設
棟
に
も
整
備
を

検
討
す
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　
問　

整
備
後
の
セ
ン
タ
ー
街
区

北
側
の
団
地
へ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

動
線
は
ど
の
よ
う
に
確
保
さ
れ
る

計
画
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
動
線
確
保

は
重
要
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
Ｕ

Ｒ
か
ら
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
動
線
を

確
保
し
、
歩
道
橋
に
接
続
す
る
よ

う
に
検
討
す
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

で
、
住
み
続
け
た
い
と
い
う
高
齢

者
等
の
要
望
に
ど
う
応
え
る
の
か
。

　
都
市
づ
く
り
部
長　
住
戸
は
、

Ｊ
Ｋ
Ｋ
東
京
が
確
保
し
な
が
ら
、

併
せ
て
貸
す
た
め
の
条
件
等
も
協

議
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。　
　

　

問　
（
仮
称
）
国
際
工
芸
美
術

館
整
備
に
係
る
Ｃ
Ｍ
業
務
結
果
の

内
容
を
、
周
辺
住
民
や
市
民
に
説

明
し
、
意
見
を
聞
く
べ
き
だ
が
。

　
営
繕
担
当
部
長
　
施
工
業
者
が

決
ま
り
次
第
、
速
や
か
に
着
手
前

に
適
切
に
行
っ
て
い
き
た
い
。

部
活
動
／
鶴
川
団 

地
セ
ン
タ
ー
街
区

再
開
発
と
住
民
参 

加
の
ま
ち
づ
く
り

　
お
ん
じ
ょ
う
由
久
（
公
明
党
）

　
問　

地
方
財
政
措
置
を
活
用
し
、

学
校
図
書
館
へ
の
新
聞
配
備
が
必

要
と
考
え
る
が
。

　
学
校
教
育
部
長
　
新
聞
を
活
用

し
た
好
事
例
を
校
長
会
な
ど
で
共

有
し
、
指
導
計
画
な
ど
も
検
討
し

て
、
配
備
に
向
け
た
取
組
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問　

詐
欺
か
ど
う
か
判
断
に
悩

む
場
合
の
気
軽
な
相
談
窓
口
は
。

　
防
災
安
全
部
長
　
警
察
の
相
談

専
用
電
話
、
♯
９
１
１
０
や
、
市

の
市
民
生
活
安
全
課
に
相
談
し
て

も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

誰
か
に
相
談
す
る
こ
と
で
被
害
を

未
然
に
防
い
だ
り
、
小
さ
く
し
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
た

め
ら
わ
ず
に
相
談
い
た
だ
き
た
い
。

　
問　

中
規
模
集
会
施
設
へ
の
Ｗ

ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境
整
備
は
、
地
域
活

動
に
欠
か
せ
な
い
も
の
だ
が
。

　
市
民
協
働
推
進
担
当
部
長
　
Ｗ

ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備
を
含
め
、

時
代
に
合
っ
た
効
果
的
な
支
援
と

な
る
よ
う
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

学
校
へ
の
新
聞
配 

備
／
若
者
居
場
所

　
白
川
哲
也（
選
ば
れ
る
町
田
を
つ
く
る
会
）

　
問　

町
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
の

決
算
で
帳
簿
と
実
際
の
金
額
の
相

違
が
生
じ
た
。
会
計
に
関
し
て
の

仕
組
み
は
ど
う
な
っ
て
い
た
の
か
。

　
経
済
観
光
部
長
　
町
田
ま
ち
づ

く
り
公
社
の
財
務
会
計
に
関
す
る

確
認
体
制
に
つ
い
て
は
、
町
田
ま

ち
づ
く
り
公
社
に
お
い
て
財
務
諸

表
を
作
成
し
、
監
査
役
、
会
計
監

査
人
の
確
認
を
経
て
、
適
切
に
決

算
書
が
調
製
さ
れ
る
も
の
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

　
問　

税
理
士
、
監
査
役
３
名
、

外
部
監
査
人
と
い
る
中
で
誰
も
残

高
証
明
書
や
通
帳
を
確
認
し
な
か

っ
た
の
か
。
市
で
は
外
郭
団
体
に

対
し
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
か
。

　
経
済
観
光
部
長
　
事
務
取
扱
要

綱
に
基
づ
き
、
二
度
と
起
こ
ら
な

い
よ
う
、
対
応
策
の
履
行
状
況
を

都
度
確
認
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
会
計
処
理
の
チ
ェ
ッ
ク

体
制
が
維
持
さ
れ
、
法
令
等
に
沿

っ
た
適
切
な
対
応
が
な
さ
れ
る
よ

う
指
導
監
督
し
て
い
き
ま
す
。

市
の
外
郭
団
体
へ 

の
指
摘
に
つ
い
て

　
中
川
幸
太
郎
（
諸
派
）

　
問　

ま
ち
っ
こ
の
案
内
表
示
の

充
実
に
つ
い
て
問
う
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
デ
ジ
タ
ル

サ
イ
ネ
ー
ジ
の
活
用
も
含
め
、
引

き
続
き
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
問　

待
機
児
童
の
減
少
に
向
け

て
23
年
度
の
取
組
に
つ
い
て
問
う
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
南
地
域
に

認
可
保
育
所
１
園
を
新
た
に
整
備

し
ま
し
た
。
ま
た
、
既
存
施
設
を

活
用
し
た
余
裕
施
設
活
用
型
の
１

歳
児
受
入
れ
事
業
を
南
地
域
で
２

　
矢
口
ま
ゆ
（
諸
派
）

　
問　

南
第
一
小
の
建
て
替
え
の

間
、
南
中
の
仮
校
舎
へ
路
線
バ
ス

通
学
を
想
定
し
て
い
る
地
域
の
児

童
は
、
電
車
利
用
で
つ
く
し
野
小

へ
通
学
も
可
能
と
で
き
な
い
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
要
望
が
あ
っ

た
場
合
、
事
情
な
ど
を
お
聞
き
し

た
上
で
、
教
員
の
定
数
な
ど
を
考

慮
し
な
が
ら
、
通
学
安
全
上
の
配

慮
か
ら
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
問　

学
校
か
ら
警
察
へ
の
相
談

連
携
に
つ
い
て
は
、
適
切
な
対
応

　
藤
田
学
（
自
由
民
主
党
）

　
問　

地
域
周
産
期
母
子
医
療
セ

ン
タ
ー
（
町
田
市
民
病
院
）
の
今

後
の
取
組
と
拡
充
は
。

　
櫻
井
副
市
長
　
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
等
、

入
院
児
及
び
そ
の
家
族
が
退
院
後

も
よ
り
よ
い
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
在
宅
療
養
の
移
行

に
向
け
た
支
援
の
充
実
に
力
を
入

れ
て
い
き
ま
す
。

　

問　
「
町
田
市
感
染
症
予
防
計

画
」
の
焦
点
は
。

　
保
健
所
長
　
感
染
症
発
生
時
の

施
設
、
町
田
地
域
で
１
施
設
実
施

し
、
受
入
枠
を
確
保
し
ま
し
た
。

　
問　

町
田
市
の
待
機
児
童
に
つ

い
て
、
今
後
の
取
組
は
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
既
存
施
設

の
余
裕
ス
ペ
ー
ス
等
を
活
用
し
て

受
入
枠
の
確
保
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
26
年
度
以
降
は
次
期
子
ど
も

・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
の
策
定

に
当
た
り
算
出
し
て
い
る
保
育
ニ

ー
ズ
量
の
推
計
結
果
を
踏
ま
え
、

新
た
な
施
設
整
備
の
必
要
性
も
含

め
た
検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

を
行
な
っ
た
事
と
し
て
都
教
委
へ

提
出
す
る
教
員
や
校
長
、
副
校
長

の
人
事
評
価
に
反
映
で
き
な
い
か
。

　
指
導
室
長
　
学
校
が
警
察
と
の

連
携
を
適
切
に
行
う
こ
と
の
み
が

評
価
要
素
と
な
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
犯
罪
に
相
当

す
る
よ
う
な
い
じ
め
の
事
案
に
お

い
て
、
警
察
と
連
携
す
る
こ
と
だ

け
で
は
な
く
、
全
般
的
な
対
応
が

適
切
に
行
わ
れ
た
か
否
か
に
つ
い

て
は
人
事
評
価
に
反
映
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

施
策
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
医
療

機
関
や
医
師
会
等
の
関
係
機
関
と

の
連
携
強
化
や
市
民
の
皆
様
に
対

す
る
情
報
提
供
、
有
事
を
想
定
し

た
訓
練
の
実
施
な
ど
、
平
時
か
ら

行
う
べ
き
取
組
に
つ
い
て
記
載
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
問　

町
田
市
考
古
資
料
室
の
収

蔵
の
体
制
と
環
境
整
備
は
。

　
生
涯
学
習
部
長
　
新
た
な
保
管

場
所
を
確
保
、
収
蔵
庫
を
修
繕
す

る
か
な
ど
、
最
適
な
収
蔵
環
境
整

備
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

公
共
施
設
の
利
用 

の
拡
充
を
求
め
て

南
第
一
小
建
替

い
じ
め
対
応
評
価

周
産
期
／
感
染
症 

予
防
／
考
古
資
料

　
佐
藤
伸
一
郎
（
自
由
民
主
党
）

　
問　

事
業
の
意
義
に
つ
い
て
改

め
て
問
う
。

　
櫻
井
副
市
長
　
新
た
に
整
備
す

る
（
仮
称
）
国
際
工
芸
美
術
館
と

国
際
版
画
美
術
館
を
中
心
に
、
町

田
の
多
様
な
文
化
芸
術
の
活
動
や
、

豊
か
な
自
然
を
体
験
し
な
が
ら
学

び
、
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
体
験

型
の
公
園
で
す
。
誰
も
が
公
園
全

体
で
多
様
な
ア
ー
ト
や
活
動
に
触

れ
る
こ
と
で
町
の
魅
力
に
大
き
な

彩
り
と
広
が
り
を
加
え
る
可
能
性

を
多
分
に
秘
め
て
い
ま
す
。
町
田

の
公
園
と
い
え
ば
芹
ヶ
谷
公
園
と

言
わ
れ
る
公
園
に
な
れ
る
よ
う
、

事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
問　

事
業
の
内
容
は
。

　
櫻
井
副
市
長
　
施
設
整
備
に
つ

い
て
は
、
（
仮
称
）
国
際
工
芸
美

術
館
、
公
園
内
の
高
低
差
を
解
消

す
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
（
仮
称
）

公
園
案
内
棟
／
喫
茶
／
版
画
工
房

／
ア
ー
ト
体
験
棟
、
ア
ー
ト
・
出

会
い
の
広
場
、
公
園
の
第
２
期
・

第
３
期
整
備
事
業
で
す
。

パ
ー
ク
ミ
ュ
ー
ジ 

ア
ム
の
実
現
を

　
お
く
栄
一
（
公
明
党
）

　
問　

重
い
障
が
い
が
あ
る
人
の

生
活
介
護
事
業
所
の
整
備
を
ど
の

よ
う
に
支
援
し
て
い
く
の
か
。

　
地
域
福
祉
部
長
　
さ
ら
な
る
生

活
介
護
事
業
所
の
増
設
を
目
指
し
、

今
後
の
需
要
予
測
を
基
に
整
備
方

針
を
策
定
し
、
重
い
障
が
い
の
あ

る
方
の
日
中
活
動
の
場
の
確
保
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
問　

人
の
健
康
に
重
大
な
被
害

を
及
ぼ
す
熱
中
症
予
防
対
策
と
し

て
、
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
を

一
日
も
早
く
設
置
す
べ
き
で
は
。

　
保
健
所
長
　
24
年
度
か
ら
新
た

に
町
田
市
熱
中
症
対
策
推
進
部
会

を
設
置
し
、
市
の
施
設
を
指
定
す

る
よ
う
、
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
問　

23
年
度
、
提
案
し
た
「
投

票
支
援
カ
ー
ド
」
の
導
入
取
組
は

ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
る
か
。

　
選
挙
管
理
委
員
長
　
７
月
執
行

予
定
の
東
京
都
知
事
選
挙
か
ら
、

各
投
票
所
に
導
入
す
る
こ
と
と
し

ま
す
。
周
知
に
つ
い
て
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
掲
載
を
し
て
い
ま
す
。

生
活
介
護
事
業
所 

の
整
備
に
つ
い
て

用語の解説 本文中の青文字の解説です

　
加
藤
真
彦
（
自
由
民
主
党
）

　
問　

今
後
中
学
校
部
活
動
の
地

域
連
携
・
地
域
移
行
を
進
め
て
い

く
上
で
の
課
題
は
。

　
指
導
室
長
　
運
営
団
体
の
選
定
、

指
導
者
の
確
保
や
人
件
費
等
の
財

源
確
保
、
休
日
等
に
指
導
す
る
指

導
者
と
顧
問
の
教
員
と
の
指
導
内

容
等
の
連
携
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
問　

セ
ン
タ
ー
街
区
の
工
事
中
、

建
て
替
え
後
の
来
客
用
ト
イ
レ
の

整
備
計
画
は
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
新
た
な
商

　
殿
村
健
一
（
日
本
共
産
党
）

　
問　

町
田
駅
周
辺
開
発
推
進
計

画
（
案
）
へ
の
市
民
意
見
の
内
容

と
今
後
の
取
組
を
問
う
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
多
く
の
方

々
か
ら
開
発
推
進
を
支
持
す
る
声

を
い
た
だ
い
た
一
方
で
、
森
野
住

宅
の
居
住
継
続
に
対
す
る
不
安
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
。
ご
意
見
も
踏

ま
え
て
事
業
化
に
向
け
た
取
組
を

進
め
、
市
民
や
関
係
者
な
ど
に
丁

寧
に
説
明
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

　
問　

森
野
住
宅
地
区
の
再
開
発

熱
中
症
対
策
で
公 

共
施
設
の
活
用
を

　
佐
々
木
智
子
（
日
本
共
産
党
）

　
問　

今
夏
の
熱
中
症
対
策
で
、

公
の
施
設
を
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル

タ
ー
（
涼
み
処
）
に
活
用
す
べ
き
。

　
保
健
所
長
　
町
田
市
熱
中
症
対

策
推
進
部
会
を
設
置
し
、
指
定
可

能
な
施
設
を
早
い
段
階
で
指
定
で

き
る
よ
う
、
進
め
て
い
ま
す
。

　

問　
「
お
く
や
み
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
」
の
作
成
と
家
族
が
亡
く
な
っ

た
後
の
行
政
手
続
の
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
窓
口
を
求
め
る
が
ど
う
か
。

　
市
民
部
長
　
作
成
は
他
自
治
体

の
事
例
を
参
考
に
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
お
悔
や
み
窓
口
設
置

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
遺
族
の
方

が
窓
口
に
お
越
し
の
際
は
、
親
切
、

丁
寧
な
案
内
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
問　

藤
の
台
団
地
の
ク
リ
ニ
ッ

ク
休
院
の
影
響
を
受
け
る
住
民
へ

の
医
療
継
続
の
対
策
を
問
う
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
Ｕ
Ｒ
都
市

機
構
に
休
院
に
つ
い
て
の
考
え
を

確
認
し
、
診
療
所
の
継
続
が
望
ま

し
い
と
の
認
識
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
動
向
を
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

◎ＶＥ提案� 【２面】
　設計図書に定める機能、性能等を低下させること
なく、請負金額の低減を可能とする工事材料、施工
方法等に係る設計図書の変更について、受注者が発
注者に行う提案のこと。
◎ＵＤフォント� 【２面】
　目の不自由な人も含め、より多くの人が読みやす
く、誤読されにくいように考慮した書体。濁点を大
きくしたり、「３」や「８」といった似た字は線の
長さや角度を調節して違いを明確にしている。
◎クーリングシェルター� 【４面】
　冷房設備を有する等の要件を満たす施設（公民館、
図書館等）を指定暑熱避難施設として指定した誰で
も休息ができる施設のこと。
◎デジタルサイネージ� 【４面】
　公共空間等の様々な場所でディスプレイ等の電子
的な表示機器を使って情報発信を行うシステムのこ
と。広告・宣伝等に利用されるほか、災害時の情報
伝達手段としての役割も期待されている。


